
別紙 

「『未来の教師』育成プロジェクト」拠点校限定 
 

令和７年度島根大学教育学部体験入学プログラムについて 
 
１ 事業目的 

・島根大学教育学部の理解促進等による、教育学部進学者等の教職志向性の高い高校生の育成 

・大学の“知”に触れ、大学における学びに対する意識・意欲の向上 

・早期に教員採用試験情報を得ることによる、試験制度理解の促進及び教員採用試験受験意欲の向上 
 
２ 実施日時等 

（１）日 時 令和７年８月４日（月） 午前１１時３０分から午後３時３０分まで 

（２）主会場 島根大学大学会館（松江キャンパス）３Ｆ大集会室 
 
３ 参加予定生徒数 

拠点校等 参加予定生徒 拠点校等 参加予定生徒 

鳥取東高等学校 22人 倉吉西高等学校  9人 

鳥取西高等学校 17人 米子東高等学校 23人 

八 頭高等学校 16人 米子西高等学校 23人 

倉吉東高等学校 15人 ○境 高等学校 12人 
 
４ プログラム内容 

137人の高校生を事前に５人又は６人ずつ23（Ａ～Ｗ）グループに分け、グループでプログラムに参

加します。 

 

プログラム内容 時間 概要 

施設案内・昼食 11:30 グループごとに移動します。 

開会 13:15 大学等挨拶、グループ内自己紹介等 

学びの体験 

[ﾒｲﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ] 

13:20 講師紹介・説明等 

グループワーク（事前課題に基づくグループワーク） 

 

 

 
 
関連講義 

 

 

※大学入試及び教員採用試験における面接試験等の素養（理解力、判断

力、表現力、課題分析力、論理的思考力、協調性等）も意識した活動を

体験します。 

※参加した高校生が学校間の垣根を越えて交流できるプログラムです。 

休憩   14:20～14:30 

教育学部・入試等

に関する質問 

14:30 事前に教育学部案内・教育学部入試説明動画を視聴し、質問等を大

学生や大学教授等へ行うことができます。 

教員採用試験情報 15:15 鳥取県教育委員会からの教員採用試験に関する情報提供 

閉会 15:30 事務連絡 

テーマ「大学教育機会の公平性を考える」 

 ・教育機会を保障する法的根拠を知る。 

 ・ジェンダー等の進路選択に影響を及ぼす要因について考える。 

 

 大学教育機会はなぜ大都市に集中しているのか 

 ・グループワークの活動を踏まえた講義等 

 


